
◎基本情報

主

副

● 対象 ○ 対象外 ○ 対象 ● 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 115,614 124,800 92,352 118,800

事業費

の内訳

令和3年度決算

８１，５５２千円
・需用費（１０－５１）５４０千円
・役務費（１１－０１）４，９５４千円
・委託費（１２－０１）７６，０５８千円

令和4年度予算

１０８，０００千円
・需用費（１０－５１）９０８千円
・役務費（１１－０１）６，２０５千円
・委託費（１２－０１）１００，８８７千円

人工 1.5 1.5 1.5 1.5

人件費 10,800 10,800 10,800 10,800

事業費 104,814 114,000 81,552 108,000

うち特定財源 32,300 37,582 26,501 35,759

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

令和5 年度

関連法令・条例・
要綱等

予防接種法

他都市の状況

他都市においても、法令に基づき予防接種を実施している。

実施結果

令和３年度の接種対象者にリーフレットを郵送した。
新型コロナウイルス感染症の感染拡大による外出自粛、受診控えなどの影響もあり令和３年度の接種率は１８％
であった。

事業実施における
工夫点

令和２年３月に、「やむを得ず規定の接種時期を超えて定期接種を行ったものについては、定期接種として扱って
よい」と厚労省通知が発出されたことを踏まえ、外出自粛等により接種期間を超過した方についても、費用助成の
対象としている。

対象者 札幌市民で年度内に65歳以上の該当年齢になる方 開始 平成26 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

令和５年度までに接種率を４７％にする。

長期

接種対象者にリーフレット等を郵送することにより、多くの対象者にワクチンの効果や必要性を理解してもらい、対
象者の接種機会の確保を目的とする。

取組内容

①平成２６年１０月から開始となった高齢者用肺炎球菌ワクチンの定期接種を実施する。令和元年度から５年間、
経過措置が延長されたため、引き続き接種対象者にわかりやすいリーフレットを個別に通知することにより、ワクチ
ンの効果や必要性について理解を促進し、接種機会の確保を図る。
②医療機関、各区役所等でポスターを掲示し、接種対象年齢の市民に対する普及啓発を行う。
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◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外 □ 回答 □ 反映

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ● 現状維持 ○ 休止・廃止

○ 拡充 ● 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
令和３年度の接種率が１８％で１巡目（Ｈ２９：３９％）との合算が５７％となり、目標（４７％）を上回ったため。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

今年度同様、市の助成を利用したことがない接種接種者へ個別通知を行う予定。

予算
事業内容を検証し、適切な予算措置を行う。

見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

過去に助成を利用した方へリーフレットを送付することで、再び助成利
用可能と誤解を招く可能性があるため、助成を利用した方への個別
通知を控えた。

見直し効果額
（前年度）

0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

より見やすく、わかりやすいリーフレットを作成できるよう見直していく。

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

高齢者向けの定期予防接種であることから、事業の手法としてリーフレット等の送付による個別
通知及び接種費用の助成は適切であると考えられるため。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

リーフレット、実施医療機関のリストを送付することにより、対象者が定期接種としてのワクチン接
種機会を逃すことがなくなるとともに、医療機関リストの同封により、ネットにアクセスができない方
でも医療機関に予約を取ることができるよう配慮することで、対象者のニーズに応えているものと
考えられるため。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

１巡目（Ｈ２９：３９％）の接種率との合算が５７％となり、目標（４７％）を上回ったため。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

他都市においても、法令に基づき、対象者への個別通知及び接種費用の一部助成を実施してい
ることから、事業規模としては適切であると考えられるため。

項目 判定 理由

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

47%

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 高齢者肺炎球菌ワクチン接種率

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

53% 46% 57%


